
船橋市条例第８号 

 

 船橋市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例をここに公布する。 

 

  令和５年３月２８日 

 

                       船 橋 市 長  松 戸  徹  

 

 

   船橋市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 

 

船橋市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２４年船橋市条例

第７０号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この条例は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号。以下「法」という。）第

４５条第１項の規定に基づき、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定めるもの

とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、「児童福祉施設」とは、法第７条第１項に規定する児童福祉

施設のうち、助産施設、母子生活支援施設及び保育所をいう。 

２ 前項に定めるもののほか、この条例における用語の意義は、法及び児童福祉施設の設

備及び運営に関する基準（昭和２３年厚生省令第６３号。以下「府令」という。）の例

による。 

（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準） 

第３条 法第４５条第１項の規定に基づき条例で定める基準は、次条及び附則第２項から

第４項までに定めるもののほか、府令に定める基準の例による。 

 （保育所の設備の面積） 

第４条 保育所の乳児室又はほふく室の面積は、乳児又は満２歳に満たない幼児１人につ

き４．９５平方メートル以上とする。 

２ 保育所の保育室及び遊戯室の面積を合算した面積は満２歳以上の幼児１人につき３．



０平方メートル以上とし、屋外遊戯場（保育所の付近にある屋外遊戯場に代わるべき場

所を含む。以下同じ。）の面積は満２歳以上の幼児１人につき３．３平方メートル以上

とする。 

 （委任） 

第５条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成２５年４月１日において現に存する保育所に係る設備の基準については、第４条

の規定にかかわらず、府令第３２条第２号、第３号及び第６号の規定によることができ

る。 

（保育所の設備の面積に係る基準の特例） 

３ 保育所における乳児又は幼児の受入れの体制その他の事情を考慮して市長が適当と認

めるときは、保育所の設備の面積に係る基準（屋外遊戯場の面積に係る基準を除く。）

は、当分の間、第４条の規定にかかわらず、次に掲げる基準によることができる。ただ

し、同条の規定を適用した場合に、法第３９条第１項に規定する利用定員の数に満たな

い保育所にあっては、適用しない。 

 ⑴ 乳児室又はほふく室の面積は、乳児又は満２歳に満たない幼児１人につき３．３平

方メートル以上とすること。 

 ⑵ 保育室又は遊戯室の面積は、満２歳以上の幼児１人につき１．９８平方メートル以

上とすること。 

４ 市長は、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第６１条第１項に規定す

る市町村子ども・子育て支援事業計画を定め、又は変更しようとする場合において、保

育の提供への需要その他の状況を勘案し、必要があると認めるときは、前項の規定につ

いて必要な措置を講ずるものとする。 

 

 

 

 


